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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2019 年12 月8 日 

派遣プログラム 

Name of Program 
☑HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 

Host University 
南洋工科大学  （国名/Country：シンガポール共和国 ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  
アジア環境学部 

在籍身分 

Status at Host University 

交換留学生 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

    2019 年 8 月 8 日    

 

   2019 年 12 月 6 日 

 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of 

Host Choice  

大学ランキングが高く、アジアの環境問題について学べると伺い、南洋工科大学を選

びました。また、希望していた研究室と同じ研究をされている日本人の方がおられ、

それも決め手となりました。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

1 か月前 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

食堂ではよく中国語で注文を聞かれ、現地の学生はシングリッシュを使うことが多い

ので、少しは中国語とシングリッシュの勉強もしておけばよかった。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 

ビザの種類 / Visa Type：student pass 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：ウェブ 

提出書類 / Required Documents：特になし 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：1 日 

その他必要な事前手続き 

Other Required Procedures 

大学に着いてからも少し手続きが必要でVISA は大学に到着後、1 か月後にもらえ

る。 

出国年月日/ Date of Departure    2019 年 8 月 6 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（往路）/ Route (Outward) フィリピン・マニラ 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 □有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others）☑無/No 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 

Orientation, Period, Contents 

☑有

/Yes  

有の場合 期間/Period：2019 年8 月8 日 

(If Yes) 内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

履修登録の仕方、シンガポールで気を付けること □無/No 

帰国年月日 / Date of Return     2019 年 12 月 8 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) フィリピン・マニラ 
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3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / E

xpenses 

総額 

Total Amount 
422,459 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 50,000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 7,200 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 50,000 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
0 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 100,612 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 4,000 円/yen 

食費 / Meal Cost 100,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 5,000 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0 円/yen 

交際費 / Social Expenses 69,847 円/yen 

その他 / Others（Miscellaneous Fees） 

（日用品、枕やシーツ、ノートなど） 

部活 (クロスカントリー部) 

15,700 

2,500 

17,600 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

- 環境工学実験（環境工学部、実験、1 単位、週3 時間） 

- エネルギー資源管理（環境工学部、講義、3 単位、週3 時間） 

- 大気質管理（環境工学部、講義とチュートリアル、3 単位、週3 時間） 

- 外交政策分析 (公共政策学部、セミナー、3 単位、週3 時間） 

- サイエンティフィックライティング入門（アジア環境学部、チュート

リアル、2 単位、週2 時間） 

- 環境マネジメント&環境評価（アジア環境学部、講義とチュートリア

ル、3 単位、週3 時間） 

 

交換留学生はまず、事務室に取りたい授業を申請し、履修可能かどうかの審

査を受けます。そこで、承認された授業を増やし、いくつかの授業は留学前

に履修登録がされ、授業開始後は授業に空きがあるかどうか表示され、2 週

間にわたり、毎日抽選が行われます。交換留学生の立場は弱く、履修できる

科目には限りがあります。 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

☑有/Yes    □無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

授業は4 つ(12 単位)程度がいいと思います。聞いて終わるような授業はどこ

でも受けることができると思うので、セミナーやチュートリアルがある授業

を取ることをお勧めします。 
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日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 
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（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

日本と同じぐらい安全です。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

学内の食べ物は基本的に安いので自分で料理する必要はないと思います。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

もちろん年中暑いのですが、教室内は寒いのでパーカーなどの羽織るものを持っていくといいかもしれません。10 月ぐら

いから雨季で雨が毎日のように降るので折り畳み傘があるといいでしょう。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

図書館はたくさんあり、24 時間あいているものまであります。食堂やコンビニ、小さなスーパーもあります。 

基本的に大学内はWi-Fi があるので安心です。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 

私は現地のクロスカントリー部に所属し、NTU 日本語会話パートナーもしていたので現地の学生と関わる機会は多かった

です。また、セミナーやチュートリアルの授業を多く履修していました。シンガポールマラソンへの参加。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

電車やバスでは食べたり、飲んだりしてはいけないなど、多くの禁止事項があります。稀ですが、これに違反すると多額

の罰金が科せられる場合があるので、事前に知っておきましょう。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

ノートパソコン、変換プラグ、パーカー、帰国時のための冬服、SIM フリーのスマホ 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

シンガポールで銀行を開設しておくとQR コード決済が可能なので便利です。学生だと無料で開設できるところもあるの

で、余裕があれば銀行開設をしておくといいと思います。 



(Page 5) 

 

 

 

 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 

Month and Year 

2022 年 / year 3 月 / month   

（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad        

2022 年 / year   3 月 / month） 

卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 

Reason for Extension of 

Graduation Month and 

Year? 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 

□単位不足のため / Amount of Credits  

□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 

□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 

現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

帰国後は4 タームの授業を受けます。また、3 年の夏休みにインド・ILDP-インターンシ

ップ（派遣）に参加する予定です。 

卒業後は建設コンサルで働きたいと思っています。 

就職活動や留学前の単位

取得，
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9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

 
1. 留学を終えての所感 

 
皆さん言われると思うのですが、4 か月間の交換留学は早かったです。大学のランキングが非常に高いと

いうこともあり、世界から集まってきている先生方や学生に多くの刺激を受けました。それに負けないぐら

い日本も発展していて素晴らしい国です。そんな日本で来年の夏休みまでは学びや専門を磨こうと思いまし

た。また、日本人は日本人、交換留学生は交換留学生で固まりがちです。それをできるだけ避けるために中

高でやっていた陸上競技部に似た部活に所属して現地の学生と一緒に練習したり、NTU 日本語会話パート

ナーなどのボランティアにも参加したりて勉強で忙しい現地学生と交流する機会を増やしていました。ま

た、環境マネジメント&環境評価の授業でフィリピンと中国のガス共同開発について環境影響評価を行う

機会があったのですが、南シナ海のガス開発にかかわったことがある先生を知っていたので、どのようなこ

とが起こりうるのかを伺えたよい機会でした。専門がはっきりしていない僕にも優しく接してくださる先生

方が多かったです。 

 

2. 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 

 

最も印象に残っている体験は英語を話しかけられているはずなのに何もわからなかった時のことです。シ

ンガポールではシングリッシュという英語が使われている場合が多く、中国語の影響を大きく受けていま

す。TOEIC などのリスニングでは高得点をとれるはずなのに、最初に行った授業で自己紹介をしていて簡

単な英語が、全く聞き取れず、何度か聞き返してしまいました。シングリッシュは最後に lah がつくだけだ

と思っていて、簡単に聞き取れると勝手に思っていたのですが、英語の多様性に全く慣れていないことを痛

感した瞬間でした。 

 

3. 留学の成果，留学前と比較して成長した点 

 

今までに触れたことのない英語に沢山触れ、ある程度聞きとれるようになり、授業のディスカッションで

も授業最後の週でやっと参加できるようになってきていました。英語の多様性に対する寛大さを持てるよう

になったと思っています。また、留学を通して自分が言語に大きな影響を受けていることを実感できました。

今まで以上に日本語を大切にしようと思えるようになりました。サイエンティフィックライティング入門の

授業でシンガポールのアジア環境学部の学生に対して5 分間スピーチを行う機会がありました。そこで、

英語の多様性について話し、シンガポール政府が推し進めようとしているSpeak Good English 

Movement というイギリス英語を積極的に取り入れる政策はシンガポール英語に対する差別かもしれない

という視点を紹介することができました。 

 

4. 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて） 

 

今後この留学した経験を今後行う予定の海外インターンや就活、修士を取るときに役立てればと思ってい

ます。近い予定としては、3 年の夏休みにインド・ILDP-インターンシップに参加する予定です。 
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